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むつ市議会第１９３回定例会会議録 第７号

平成１９年９月１４日（金曜日）午前１０時開議議事日程 第７号

◎固定資産評価審査委員会委員就任あいさつ

◎諸般の報告

【委員長報告、質疑、討論、採決】

第１ 議案第57号 むつ市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例

第２ 議案第58号 むつ市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

第３ 議案第59号 むつ市本庁舎移転基本計画審議会条例を廃止する条例

第４ 議案第60号 財産の取得について

（むつ市消防団川内消防団第１分団配備の消防ポンプ自動車の更新）

第５ 議案第61号 財産の取得について

（むつ市消防団大畑消防団本部付分団配備の消防ポンプ自動車の更新）

第６ 議案第62号 字の区域の変更について

（国有林地のむつ市大字大平字荒川への編入）

第７ 議案第63号 一部事務組合下北医療センター規約の変更について

第８ 議案第64号 むつ市土地開発公社定款の変更について

第９ 議案第67号 平成19年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第10 議案第68号 平成18年度むつ市水道事業会計決算

【議員提出議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決】

第11 議員提出議案第５号 むつ市議会会議規則の一部を改正する規則

第12 議員提出議案第６号 むつ市議会委員会条例の特例に関する条例

第13 議員提出議案第７号 道路整備の推進に関する意見書

【議員派遣】

第14 議員派遣について

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（５５人）

１番 山 本 留 義 ２番 白 井 二 郎

３番 村 中 徹 也 ４番 堺 孝 悦

５番 川 端 一 義 ７番 菊 池 一 郎

８番 新 谷 功 ９番 濵 田 栄 子

１０番 髙 田 正 俊 １１番 村 川 壽 司

１２番 柴 田 峯 生 １３番 東 健 而

１４番 澤 藤 一 雄 １５番 石 田 勝 弘

１６番 杉 浦 守 彦 １７番 冨 岡 幸 夫

１８番 佐 藤 司 １９番 久 保 田 昌 司

２０番 横 垣 成 年 ２１番 工  孝 夫

２２番 大 澤 敬 作 ２３番 斉 藤 孝 昭

２４番 菊 池 広 志 ２５番 川 下 八 十 美

２７番 東 谷 正 司 ２８番 東 谷 良 久

３０番 竹 本 強 ３１番 杉 浦 洋

３２番 福 永 忠 雄 ３３番 板 井 磯 美

３４番 飛 内 賢 司 ３５番 赤 松 功

３６番 田 澤 光 雄 ３７番 德 誠

３９番 鎌 田 ち よ 子 ４０番 坂 井 一 利

４１番 野 呂 泰 喜 ４３番 目 時 睦 男

４４番 田 髙 利 美 ４５番 澤 田 博 文

４６番 菊 池 清 ４７番 佐 々 木 隆 徳

４８番 松 野 裕 而 ４９番 工  清 四 郎

５０番 服 部 清 三 郎 ５１番 杉 本 清 記

５２番 慶 長 德 造 ５３番 千 賀 武 由

５４番 柏 谷 均 ５５番 本 間 千 佳 子

５６番 半 田 義 秋 ５７番 坪 田 智 十 司

５８番 中 村 正 志 ５９番 富 岡 修

６０番 川 端 澄 男

欠席議員（５人）

６番 小 林 正 ２６番 千 船 司

２９番 立 石 政 男 ３８番 佐 々 木 肇

４２番 工  直 義
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説明のため出席した者

市 長 宮 下 順 一 郎 副 市 長 田 頭 肇

収 入 役 田 中 實 教 育 長 牧 野 正 藏

公 営 企 業 代 表杉 山 重 一  池 十  夫管 理 者 監 査 委 員

総 務 部
総 務 部 長 齋 藤 純 理 事 西 堀 敏 夫

出 納 室 長

企 画 部企 画 部 長 阿 部 昇 近 原  栄理 事

保 健 福 祉民 生 部 長 佐 藤 吉 男 佐 藤 節 雄部 長

経 済 部 長 佐 藤 純 一 建 設 部 長 成 田 豊

公 営教 育 部 長 新 谷 加 水 小 川 照 久企 業 局 長

監 査 委 員 総 務 部遠 藤 雪 夫 工 藤 武 勝事 務 局 長 次 長

企 画 部企 画 部 千 船 藤 四 郎 副 理 事 奥 島 愼 一次 長 企 画 課 長

企 画 部 選 挙 管 理
副 理 事 鈴 木 克 郎 委 員 会 大 芦 清 重
財 政 課 長 事 務 局 長

農 業 川 内委 員 会 村 川 修 司 工 藤 昭 治庁 舎 所 長事 務 局 長

大 畑 脇 野 沢伴 邦 雄 舩 澤 桂 逸庁 舎 所 長 庁 舎 所 長

総 務 部総 務 部 松 尾 秀 一 総 務 課  田 真総 務 課 長 行 政 係 長

総 務 部
総 務 課 澁 田 剛行 政 係
主 査

事務局職員出席者

事 務 局 長 小 島 昭 夫 次 長 髙 田 文 明

総 括 主 幹 工 藤 昌 志 総 括 主 幹 栁 田 諭

庶 務 係庶 務 係 長 金 澤 寿 々 子 濱 村 勝 義主 任 主 査

調 査 係 議 事 係石 田 隆 司 葛 西 信 弘主 査 主 任

議 事 係 井 戸 向 秀 明主 事
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（川端澄男） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は53人で定足数に達してお

ります。

◎固定資産評価審査委員会委員就任あ

いさつ

〇議長（川端澄男） 議事に入る前に、就任のごあ

いさつがあります。

今定例会において、むつ市固定資産評価審査委

員会委員に選任されました篠﨑慶司氏からお願い

いたします。

（篠﨑慶司固定資産評価審査委

員会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（篠﨑慶司） おは

ようございます。このたびのむつ市議会第193回

定例会におきまして、議員の皆様方のご同意をい

ただき、むつ市固定資産評価審査委員会の委員に

就任いたしました篠﨑と申します。よろしくお願

いいたします。

固定資産の評価額に関する納税者の不服を審査

するという重要な職務を担当することになりまし

たが、公平公正な審査を心がけ、職務に最善の努

力をいたす所存でございますので、議員の皆様方

のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げまし

て、簡単ではございますが、就任のあいさつとさ

せていただきます。よろしくお願いします。

〇議長（川端澄男） これで就任のあいさつを終わ

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 。〇議長 川端澄男 次は 諸般の報告を行います

９月４日、各委員会に付託いたしました議案の

審査結果について、総務、建設、教育民生の各常

任委員長からそれぞれ会議規則第104条の規定に

基づき、委員会審査報告書の提出がありました。

なお、報告書はお手元に配布してありますので、

ごらん願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（川端澄男） 本日の会議は議事日程第７号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第10 委員長報告、

質疑、討論、採決

〇議長（川端澄男） 日程第１ 議案第57号 むつ

市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正す

る条例から、日程第10 議案第68号 平成18年度

むつ市水道事業会計決算までの10件を一括議題と

いたします。

委員会付託した議案についての各委員会におけ

る審査の経過並びに結果について、各委員長から

報告を求めます。

まず、議案第57号から議案第64号について、総

。 。務常任委員長の報告を求めます 総務常任委員長

（52番 慶長德造議員登壇）

〇52番（慶長德造） 総務常任委員会委員長報告を

行います。

総務常任委員会に付託されました議案８件につ

いて、審査の経過と結果につきまして、ご報告申

し上げます。

本委員会は、９月４日、関係部長等の出席を求

めて審査いたしました。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され
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ました議案第63号につきましては、反対討論が出

され、起立採決の結果、賛成少数で否決すべきも

のと決定いたしました。ほか議案７件につきまし

ては、全会一致で原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。

以下、審査の過程において出されました主なる

質疑等について申し上げます。

初めに、議案第57号 むつ市長の資産等の公開

に関する条例の一部を改正する条例について、理

事者側から、郵便貯金法の廃止及び証券取引法等

の一部改正に伴い、条文整備が必要となったため

の改正であるとの説明がありましたが、委員から

の質疑は特にありませんでした。

次に、議案第58号 むつ市職員等の旅費に関す

る条例の一部を改正する条例について、理事者側

から、郵政民営化法に基づき、来る10月１日をも

って日本郵政公社が解散することに伴い、条文整

備が必要となったための改正であるとの説明があ

りましたが、委員からの質疑は特にありませんで

した。

次に、議案第59号 むつ市本庁舎移転基本計画

審議会条例を廃止する条例について、理事者側か

ら、去る５月29日付で、むつ市本庁舎移転基本計

画審議会から、本庁舎移転に係る基本計画案の答

申があり、所期の目的が達せられたので、廃止す

るものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、審議会が廃止され、本庁

舎移転については、今後どのように進めるのか、

別の審議会を立ち上げるのかとの質疑があり、理

事者側から、現在副市長を筆頭に、内部に本庁舎

移転推進本部会議があり、その下に検討部会があ

る。その中で審議会から答申された中身を具体的

に肉づけしていくとの答弁がありました。

同委員から、職員が答申に基づいて肉づけする

とのことだが、庁舎移転を進めるに当たっては、

住民に情報を公開して、意見を聞きながら進める

べきではないかとの質疑があり、理事者側から、

８月17日から４地区で説明会を開催して、市民の

意見を拝聴した。市政だよりやホームページ等で

疑問についてできる限り回答して、市民の意見を

計画の中に反映させたい。移転については、急ぐ

ことなく、一つ一つ積み重ねて市民の合意を得ら

れる形で進めていくため、鋭意努力していくとの

答弁がありました。

次に、議案第60号 財産の取得について、理事

者側から、川内消防団第１分団に配置されている

消防ポンプ自動車の老朽化に伴い更新するための

取得であるとの説明がありました。

これに対し委員から、川内地区においては、消

防救急車の要求はなかったのか、脇野沢地区にも

高規格救急車が配備されており、通常支障はない

が、距離があるため、年に何度か川内から呼ぶこ

とがある。新しい救急車を配備してほしいという

ことでなく、大畑地区に導入する消防救急車がよ

いものであれば、川内地区、脇野沢地区にも検討

する必要があるのではないかとの質疑があり、理

事者側から、現時点では川内消防分署から要請は

ないが、市民の安心・安全を考えた場合、当然救

急車が２台あったほうがベターであり、川内、脇

野沢地区でも、状況を見きわめながら検討、協議

していきたいとの答弁がありました。

また、複数の委員から、入札、落札の状況など

を問う質疑があり、理事者側から、特別車両であ

、 、り 市内の業者ではこの車種は取り扱っておらず

指名申請が出ている業者で入札を行っている。ま

、 、た 車種を指定すると業者も特定してしまうので

車種は指定していない。予算額は2,820万円であ

るとの答弁がありました。

次に、議案第61号 財産の取得について、理事

者側から、大畑消防団本部付分団に配置している

消防ポンプ自動車の老朽化に伴い更新するもので

あり、今回初めて消防ポンプ自動車と救急車を兼
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ね備えた消防救急車を購入するものであるとの説

明がありました。

これに対し委員から、分団ではこれまで消防自

動車の操作はしてきたが、今後は救急車となると

機能がまるで違うので、専門的な資格、指導の面

、 、など問題ないのかとの質疑があり 理事者側から

今回配備したのは、大畑消防署が統括する分団で

あるため、消防救急車を配備するものであり、ど

この分団でも配備できるものではなく、本部付分

団であるためこのような対応ができたとの答弁が

ありました。

次に、議案第62号 字の区域の変更について、

理事者側から、これは農林水産省から、県に所管

がえされた国有林地をむつ市に編入するためのも

のであるとの説明がありました。

これに対し委員から、編入となる理由を問う質

疑があり、理事者側から、県が事業を進めていた

大荒川火山砂防工事があり、その中に農林水産省

の土地がある。工事が終了したことにより、その

財産を県に移すものであり、国の土地には地番が

ないので、このような手続が必要になるとの答弁

がありました。

次に、議案第63号 一部事務組合下北医療セン

ター規約の変更について、理事者側から、一部事

務組合下北医療センターの定数は、合併前まで１

市３町４村の８市町村で、各２名ずつの16名で構

成されていたが、平成17年３月の４市町村合併に

伴い むつ市は議員数８名となっている ９月30日、 。

の市議会議員選挙に伴い、市議会議員の定数が

30名となるので、現在の８名を５名にしたいとい

うことであり、一部事務組合下北医療センターで

構成している首長で協議が調ったものを今回提案

したものであるとの説明がありました。

これに対し委員から、定数は首長の協議で決ま

ったということだが、現実として、人口割で定数

を決めるという方法もあるが、話し合いの中でそ

のようなことがあったのか。むつ総合病院が医療

センターから切り離されるわけでもないし、問題

がなくなるわけでもないので、重要な議員の定数

にかかわる問題はきちっとしなければならないの

ではないかとの質疑があり、理事者側から、一部

事務組合下北医療センターができた時点で、構成

団体の議員の定数は２名ずつで、８市町村で16名

であった。これは、創設したときに首長の協議で

決めて、各８市町村の議会を経て決定した事項で

あるが、今回の場合、むつ市以外の首長とも協議

して、この定数になったと理解しているとの答弁

がありました。

別の委員から、従来各市町村から２名だったの

が、むつ市から５名とするのは、川内、大畑、脇

野沢それぞれ病院、診療所があるわけで、医療セ

ンター議会へ地元選出の議員がいなくなるのでは

ないかとの不安が住民にはある。その辺の考え方

はどうなのか。また、別の委員から、本会議で費

用についての話があったが、どのように計算して

いるのか、年２回の開催で、日当と交通費程度し

かかからないのではないか。また、医療センター

の代表者会議でも案件となり、医療センターの事

、 、 、務局からむつ市の２名をそのままに 川内 大畑

脇野沢地区を１名ずつにして５名にするとの説明

があった。むつ市は、合併してむつ総合病院、川

内病院、大畑診療所、脇野沢診療所を抱え、財政

的にも大きな負担をしており、ぜひ８名を継続し

てほしい。また、佐井村と風間浦村は今年度いっ

ぱいで診療所が廃止されるにもかかわらず、２名

が保障される。この辺のアンバランスがあるが、

このあたりを医療センターから聞いているのかと

の質疑があり、理事者側から、医療センターから

は16名が13名になって、３名減ることにより、経

費の節減も図れるとのことで、金額の話はなかっ

た。また、８名から５名になることで、旧むつ市

が２名で、旧町村が１名ずつの５名という話は、
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あくまでもむつ市議会で議員の選出を決めること

であり、医療センターで決定すべきものではない

との答弁がありました。

次に、議案第64号 むつ市土地開発公社定款の

変更について、理事者側から、郵便貯金法の廃止

に伴い、定款の条文整備をするものであるとの説

明がありましたが、委員からの質疑は特にありま

せんでした。

以上で、総務常任委員会の審査報告を終わりま

す。

〇議長（川端澄男） これで総務常任委員長の報告

を終わります。

次は、議案第68号について、建設常任委員長の

報告を求めます。建設常任委員長。

（34番 飛内賢司議員登壇）

〇34番（飛内賢司） 建設常任委員会委員長報告を

行います。

建設常任委員会に付託されました議案１件につ

いて、審査の経過と結果をご報告申し上げます。

本委員会は、９月４日、公営企業局長ほか職員

の出席を求めて審査いたしました。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました議案につきましては、全会一致で原案のと

おり認定すべきものと決定いたしました。

以下、審査の過程において出されました質疑等

について申し上げます。

議案第68号 平成18年度むつ市水道事業会計決

算についてでありますが、本案について理事者側

から、合併して２度目の通年決算となり、これま

での日々の施設管理を通して川内地区、大畑地区

の水道施設の詳細がようやく見えてきた状況で、

特に川内地区の老朽化した上水道施設、簡易水道

施設の改修については、施設の統廃合を含めた最

重要課題と受けとめ、むつ市水道ビジョンに優先

的に盛り込むため、職員一同一丸となって本格的

な協議に入っているところであるが、平成19年度

に入って簡易水道関連の国庫補助要綱が大幅に改

定され、上水道への統合を前提としなければ補助

事業が採択されないことになり、現在水道ビジョ

ンの一部見直しをしているとの説明がありまし

た。

また、あわせて決算書の収益的収入及び支出、

資本的収入及び支出、そして水道事業損益計算書

の詳細についての説明がありました。

これに対し委員から、総合的には健全経営と言

えるが、合併前の料金体系がいつまで続くのか、

また今後の方向性として、どういう形で考えてい

るのか質疑があり、理事者側から、合併協議会の

取り決めの事項の１つとして、水道料金について

は５年以内を目途に統一を図るということになっ

ており、それぞれ体系も口径別、用途別という違

いがあるため、内部ではどういう形で料金改定に

踏み切るかを検討しているとの答弁がありまし

た。

いずれにしても、合併協議会の取り決めを尊重

し、ぎりぎりまで待って料金改定に踏み切りたい

とのことであり、その際にはいろいろな形で市民

へのＰＲなど納得していただけるために必要な協

議をしている状況であるとのことでありました。

そのほか、特に質疑等はありませんでした。

以上で、建設常任委員会の審査報告を終わりま

す。

〇議長（川端澄男） これで建設常任委員長の報告

を終わります。

次は、議案第67号について教育民生常任委員長

の報告を求めます。教育民生常任委員長。

（45番 澤田博文議員登壇）

〇45番（澤田博文） 教育民生常任委員会に付託さ

れました議案１件について、審査の経過と結果を

ご報告申し上げます。

本委員会は、９月４日、関係部長等の出席を求
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めて審査いたしました。

審査の結果は、お手元に配布されております委

員会審査報告書のとおりでありますが、付託され

ました議案第67号につきましては、全会一致で原

案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以下、審査の経過について申し上げます。

議案第67号 平成19年度むつ市介護保険特別会

計補正予算について、理事者側から、平成18年度

の介護保険事業の確定に伴う補正であり、歳入で

は介護給付費に係る支払基金交付金の追加見込額

687万8,000円、県負担金の追加交付見込額95万

9,000円を追加し、歳出では介護給付費に係る国

に対する償還金と地域支援事業に係る国・県及び

支払基金に対する償還金として661万9,000円、財

政調整基金積立金として121万8,000円を追加する

もので 補正後の歳入歳出予算総額は42億6,532万、

6,000円となるとの説明がありましたが、委員か

らの質疑は特にありませんでした。

以上で、教育民生常任委員会の審査報告を終わ

ります。

〇議長（川端澄男） これで教育民生常任委員長の

報告を終わります。

以上で各常任委員長の報告を終わります。

ここで議事整理のため、10時40分まで暫時休憩

いたします。

午前１０時２５分 休憩

午前１０時４０分 再開

〇議長（川端澄男） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

これより質疑、討論、採決を行います。

先ほど一括議題といたしました10議案について

は、区分して１議案ごとに質疑、討論、採決を行

いますので、ご了承願います。

◇議案第５７号

〇議長（川端澄男） まず、議案第57号 むつ市長

の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条

例について、総務常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第57号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第５８号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第58号 むつ市職

員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、総務常任委員長報告に対し、質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第58号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第５９号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第59号 むつ市本

庁舎移転基本計画審議会条例を廃止する条例につ
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いて、総務常任委員長報告に対し、質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第59号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６０号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第60号 財産の取

得について、総務常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

本案は、むつ市消防団川内消防団第１分団配備

の消防ポンプ自動車を更新するためのものであり

ます。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第60号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６１号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第61号 財産の取

得について、総務常任委員長報告に対し、質疑に

入ります。

本案は、むつ市消防団大畑消防団本部付分団配

備の消防ポンプ自動車を更新するためのものであ

ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第61号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６２号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第62号 字の区域

の変更について、総務常任委員長報告に対し、質

疑に入ります。

本案は、国有林地をむつ市大字大平字荒川に編

入するためのものであります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第62号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６３号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第63号 一部事務
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組合下北医療センター規約の変更について、総務

常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、21番工

孝夫議員。

（21番 工孝夫議員登壇）

〇21番（工孝夫） 議案第63号案に反対討論を行

います。

本案は、むつ市の議員定数を８名から５名へと

３名削減するというものです。経費削減も主な理

由とされているものの、金額的なものは明らかに

しておりません。下北医療センター議会は年２回

、 。行われ 日当3,000円と交通費の支給であります

３名削減しても数万円の削減であります。

むつ市は、病院２施設と診療所２施設を抱え、

財政負担も６割、７割以上負担しています。その

中で13名のうち５名の発言権しか持たないことは

納得いくものではなく、人口配分からしても全く

バランスを欠くものであります。風間浦診療所、

佐井診療所が廃止されることになっていますが、

ここでは２名ずつの議員が確保される一方、むつ

市の議席が５名となれば、病院、診療所のある旧

大畑町、旧川内町、旧脇野沢村それぞれの地域住

民の声を届ける議席がゼロとなる可能性もありま

す。市民の医療に対する要望、要求が多様化して

いる昨今にあり、なおかつむつ市議会で一般質問

が許可されないという中にあっては、８名という

議員数はこれまで同様確保すべきであります。

以上の理由をもって反対討論といたします。議

員皆様方のご賛同をよろしくお願いいたします。

〇議長（川端澄男） これで工孝夫議員の討論を

終わります。

次に、９番濵田栄子議員。

（９番 濵田栄子議員登壇）

〇９番（濵田栄子） 市民クラブ、濵田栄子でござ

います。議案第63号 一部事務組合下北医療セン

ター規約の変更について、反対討論をさせていた

だきます。

宮下新市長をお迎えしてのむつ市議会第193回

定例会は、13議案が上程され、一般質問において

は19名の議員が登壇し、60項目118点についてさ

まざまな視点で活発な議論が展開されたところで

。 、 、ございます けれども 医療行政につきましては

一部事務組合下北医療センターの議会を有するこ

とから、その方向性と思いは確認しながらも、む

つ市議会においては細部にわたり具体的な議論が

できないのが現状であります。

下北医療センターは、昭和46年４月に下北郡の

全市町村、当時の１市３町４村が行政区域を超え

て大同団結し、地域内市町村立医療機関の総合化

を図り、県下の他のブロックに先駆けて新たに医

療の広域組合方式により医療施設の管理運営に関

する事務を共同処理することを目的に設立された

ものでございます。現在は、合併前の１自治体か

ら２名の議員が選出され、合計16名の議員で組織

されております。

本議案は、新むつ市の定数を８名から５名に削

減し、医療センターの議員定数を合計13名とする

ものです。下北地域の医療を取り巻く環境は厳し

く、今後取り組まなければならない問題は山積み

となっております。中核病院でありますむつ総合

病院のより一層の機能の強化と原子力事故を想定

した救急体制の確立が必要であります また 19床。 、

の有床の診療所と機能編成されているにもかかわ

らず、無床状態の大畑診療所に関しましては、一

刻も早く正常な状態に戻すべきと考えておりま

す。また、現在医療センターの本部長が不在の状

況にあり、事務方にその重責がかかっているのが

現状でございます。

医療議会の本来の目的は、市民が安心して暮ら
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せるために、より活発な組織へと変身するべきで

あり、組織の縮小は得策ではないと判断し、本議

案の反対討論といたしました。

この討論は、決して宮下新市政の足をとめるも

のではなく、新市長とともに地域の医療を守るた

めの反対討論であることをご理解いただき、議員

皆様のご賛同をお願いいたします。

これで私の反対討論を終わります。よろしくお

願いいたします。

〇議長（川端澄男） これで濵田栄子議員の討論を

終わります。

以上で討論を終わります。

これより採決に入ります。本案に対する委員長

の報告は否決であります。

議案第63号 一部事務組合下北医療センター規

約の変更についての採決に関しては、川下八十美

議員外37名から、無記名投票によられたいとの要

、 。求がありますので 無記名投票をもって行います

議場を閉鎖いたします。

（議場閉鎖）

〇議長（川端澄男） これより出席議員数の確認を

行います。

ただいまの出席議員数は53人であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配布）

〇議長（川端澄男） 投票用紙の配布漏れはありま

せんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） 配布漏れなしと認めます。

投票箱を改めます。

（投票箱点検）

〇議長（川端澄男） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。議案第63号 一部事務

組合下北医療センター規約の変更についてを可と

する議員は賛成と、否とする議員は反対と記載の

うえ、点呼に応じて順次記載台で記入して投票を

願います。

なお、重ねて申し上げます。投票中賛否を表明

しない投票及び賛否の明らかでない投票は、会議

規則第74条第２項の規定により否とみなします。

点呼をいたします。

〇事務局長（小島昭夫） それでは、ただいまより

お名前を読み上げます。

投票記載台のスペースの関係により、同時に投

票できる人数は３名となっております。３名ずつ

お名前を読み上げますので、順次投票記載台にて

賛成または反対と記載して投票箱に投票してくだ

さい。

（事務局長氏名点呼・投票）

〇議長（川端澄男） 投票漏れはありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

〇議長（川端澄男） 開票を行います。

会議規則第31条第２項の規定により、立会人に

11番村川壽司議員、22番大澤敬作議員、56番半田

義秋議員を指名いたします。

、 、 、よって 11番村川壽司議員 22番大澤敬作議員

56番半田義秋議員の立ち会いを願います。

（開 票）

（ ） 。〇議長 川端澄男 投票の結果を報告いたします

投票総数53票。これは、先ほどの出席議員数に

符合いたしております。

そのうち

賛 成 １６票

反 対 ３７票

以上のとおり反対が多数であります。よって、

議案第63号 一部事務組合下北医療センター規約

の変更については否決されました。
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◇議案第６４号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第64号 むつ市土

地開発公社定款の変更について、総務常任委員長

報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第64号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６７号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第67号 平成19年

度むつ市介護保険特別会計補正予算について、教

育民生常任委員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。

委員長報告のとおり可決することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第67号は委員長報告のとおり可決されま

した。

◇議案第６８号

〇議長（川端澄男） 次は、議案第68号 平成18年

度むつ市水道事業会計決算について、建設常任委

員長報告に対し、質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案に対する委員長の報告は認定であります。

委員長報告のとおり認定することにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第68号は委員長報告のとおり認定されま

した。

◎日程第11～日程第13 議員提出議案

上程、提案理由説明、質疑、討論、

採決

◇議員提出議案第５号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第11 議員提出議

案第５号 むつ市議会会議規則の一部を改正する

規則を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。49番工

清四郎議員。

（49番 工清四郎議員登壇）

〇49番（工清四郎） 議員提出議案第５号 むつ

市議会会議規則の一部を改正する規則について提

案理由を申し上げます。

本案は、川内町、大畑町及び脇野沢村を編入し

た日以後初めてその期日を告示される一般選挙に

より選出されるむつ市議会の議員数が変更になる

ことに伴い、議事に関する成立要件を改めるもの

であります。

以上が上程されました議員提出議案第５号の提

案理由であります。議員皆様のご賛同をよろしく

お願い申し上げます。

〇議長（川端澄男） これで提案理由の説明を終わ

ります。
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これより質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第５号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第５号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第５号 むつ市議会会議規則の

一部を改正する規則は原案のとおり可決されまし

た。

◇議員提出議案第６号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第12 議員提出議

案第６号 むつ市議会委員会条例の特例に関する

条例を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。49番工

清四郎議員。

（49番 工清四郎議員登壇）

〇49番（工清四郎） 議員提出議案第６号 むつ

市議会委員会条例の特例に関する条例について提

案理由を申し上げます。

本案は、川内町、大畑町及び脇野沢村を編入し

た日以後初めてその期日を告示される一般選挙に

より選出されるむつ市議会の議員の任期に相当す

る期間に限り、常任委員会委員及び議会運営委員

会の定数を、特例として定めるものであります。

以上が上程されました議員提出議案第６号の提

案理由であります。議員皆様のご賛同をよろしく

お願い申し上げます。

〇議長（川端澄男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第６号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第６号 むつ市議会委員会条例

の特例に関する条例は原案のとおり可決されまし

た。

◇議員提出議案第７号

〇議長（川端澄男） 次は、日程第13 議員提出議

案第７号 道路整備の推進に関する意見書を議題

といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。34番飛

内賢司議員。

（34番 飛内賢司議員登壇）

〇34番（飛内賢司） 議員提出議案第７号 道路整

備の推進に関する意見書について、意見書案の朗

読をもって提案理由にかえさせていただきます。
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本州最北端の下北半島は、多くの山地・山岳部

と海岸線を抱えているにもかかわらず、未だ公共

交通機関の整備は十分とは言えない状況にあり、

特に道路整備においては災害防除も含め大きく立

ち遅れており、その整備をより一層推進すること

が必要不可欠である。

むつ市は、下北地域の公共施設、医療施設、商

業施設はもとより、国、県の官公庁が集中する下

北圏域の産業経済の中心都市として、重要な役割

を担っているが、半島という不利な地理条件に加

え夏のヤマセ、冬の酷寒と積雪等、誠に厳しい気

象条件にある。

このような環境に住む、むつ・下北地方の住民

にとっては、自動車は日々の生活を支える足とな

っており、通勤・通学はもとより、生産物の輸送

に至るまで、ほぼ100パーセントが自動車に頼っ

ている現状である。

しかし、幹線道路である国道279号及び県道九

艘泊脇野沢線は、ここ数年の間に落石や岩石崩落

等が相次ぎ、人命に繋がる大事故にはいたらなか

ったものの、集落の孤立や数時間を要する迂回路

の使用を余儀なくされるなど、大変な不便を強い

られている。

このうち、国道279号易国間地区では、現在、

落石監視システムの設置や、危険な岩塊の除去を

進めているが、未だ通行者の安全は確保されてい

ない状況にある。

また、県道九艘泊脇野沢線では、昨年発生した

法面崩落に伴う対策として災害防除工事に着手し

ているが、本年も法面崩落が発生し３年連続通行

不能となるなど、地域住民は大きな不安にさらさ

れている状況にある。

このほか、国道338号の脇野沢・川内間は、狭

隘箇所や曲線部等のため、冬期間の車の交差がま

まならない状況であり、住民生活に支障を来たし

ている。

活力ある下北半島の地域づくりや、豊かな暮ら

しづくりを支援するためには、下北半島縦貫道路

・国道338号バイパスの整備はもとより、災害防

除の観点からも、こうした危険箇所の改善や市町

村道の道路網整備は喫緊の重要課題である。

このため、次の事項について、特段の配慮がな

されるよう、強く要望する。

記

１ 活力ある地域づくりを推進するため、道路整

、 、備の促進を図ることとし 地域の期待する安全

安心の観点に立った道路整備を推進すること。

２ 道路特定財源は、受益者負担として広く国民

に理解され、遅れている地方の道路整備を強力

に推進するためになくてはならない財源であ

り、他に転用することなく全額道路整備に充当

すること。

３ 高規格幹線道路を始めとする道路整備の促進

を図ること。

４ むつ市の活力ある地域づくりや都市再生を推

、 、進するため 地域高規格道路や環状道路の整備

地域間の連携促進を図る道路整備を一層推進す

ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を

提出する。

以上が提案理由であります。議員皆様方のご賛

同をよろしくお願い申し上げます。

〇議長（川端澄男） これで提案理由の説明を終わ

ります。

これより質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで質疑を終わり

ます。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議員提出議案第７号は、会議規則第38条第２

項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第７号は委員会への付託を省略

することに決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、議員提出議案第７号 道路整備の推進に関す

る意見書は原案のとおり可決されました。

、 、 、なお 本意見書の提出先については 財務大臣

国土交通大臣、その他関係機関としたいと思いま

す。ご了承願います。

◎日程第14 議員派遣について

〇議長（川端澄男） 次は、日程第14 議員派遣に

ついてを議題といたします。

本件は、地方自治法第100条第12項及び会議規

則第159条の規定により、青森県市議会議員研修

会に出席させるため議員を派遣するものでありま

す。

お諮りいたします。お手元に配布の資料のとお

り議員を派遣することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よっ

て、お手元に配布の資料のとおり、10月３日、青

森市において開催される青森県市議会議員研修会

に議員を派遣することに決定いたしました。

◎閉会の宣告

〇議長（川端澄男） これで、本定例会に付議され

た事件はすべて議了いたしました。

以上で、むつ市議会第193回定例会を閉会いた

します。

午前１１時３７分 閉会
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